
哲学と社会を結ぶ
～西田幾多郎記念哲学館の活動～

講師 石川県西田幾多郎記念哲学館 学芸員

日時：１０月２６日（月）１６:４０～１８:１０

場所：５号館１０１教室

金沢工業大学 街の達人発掘・発展学習プロジェクト
修学基礎教育課程 金光、吉道、東
バイオ・化学部 大澤

（担当：金光 kane@neptune.kanazawa‐it.ac.jp）

◆お問合せ◆

山名田 沙智子 氏

（金沢工業大学 扇が丘キャンパス）

街の達人発掘・発展学習プロジェクト

「自ら考え行動する技術者」は、人間性豊かな知性・感性・徳性をもつことが必要です。
西田幾多郎の哲学とともに社会で活躍する技術者はどうあるべきか、考えてみませんか？

※どなたでも聴講できます。学科・学年不問。

「我々がそこに於てあり、そこに於て働く所が、現実なのである。働くということは唯意志するということではない、
物を作ることである。我々が物を作る。物は我々によって作られたものでありながら、

我々から独立したものであり逆に我々を作る。しかのみならず、我々の作為そのものが物の世界から起る。」
〜論文『絶対矛盾的自己同一』より〜

※「もの」は作られたものであると同時に人を感動させる（作る）ものでもある。

哲学者 西田幾多郎のことば http://matome.naver.jp/odai/2135293800499874701?&page=3


